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平成22年平成22年　　第2回定例会報告第2回定例会報告

名鉄広見線存続のための法定協議会設立に関する決議名鉄広見線存続のための法定協議会設立に関する決議
御嵩町監査委員の選任御嵩町監査委員の選任

平
成
22
年
第
2
回
定

例
会
は
6
月
10
日
に
開

会
し
、
18
日
ま
で
の
9

日
間
を
会
期
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

提
出
案
件
は
、
御
嵩

町
職
員
の
育
児
休
暇
に

関
す
る
条
例
改
正
な
ど

条
例
の
一
部
改
正
、
22

年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
御
嵩
町
監
査
委
員

の
選
任
同
意
、
名
鉄
広

見
線
存
続
の
た
め
の
法

定
協
議
会
設
立
に
関
す

る
決
議
、
21
号
線
バ
イ

パ
ス
尼
ケ
池
交
差
点
信

号
機
設
置
の
請
願
な
ど

6
件
が
上
程
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

条　

例
・
予　

算

条　

例
・
予　

算

１

御
嵩
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

「
民
間
育
児
・
介
護
休
業
法
」、「
地
方

公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
」
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

賛
成
全
員
で

可
決

２

職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の

制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

「
御
嵩
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
」
の
改
正
に
伴
う
条

例
改
正
で
す
。

賛
成
全
員
で

可
決

３

平
成
22
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

あ
ゆ
み
館
作
業
棟
増
築
、
県
営
た
め

池
整
備
事
業
の
負
担
金
な
ど
に
よ
り

２
５
９
４
万
円
を
増
額
し
ま
す
。

賛
成
全
員
で

可
決

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

１

御
嵩
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
関
連
14
ペ
ー
ジ
）

賛
成
全
員
で

可
決

発　

議

発　

議

１

名
鉄
広
見
線
存
続
の
た
め
の
法
定
協
議
会
設
立
に
関
す
る
決
議

（
決
議
文
は
4
ペ
ー
ジ
）

賛
成
全
員
で

可
決

請　

願

請　

願

１

21
号
線
バ
イ
パ
ス
尼
ケ
池
交
差
点
へ
の
信
号
機
設
置
等
に
関
す
る
請
願
書

（
内
容
は
次
ペ
ー
ジ
）

賛
成
全
員
で

採
択
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諸
般
の
報
告
（
議
長
報
告
）

諸
般
の
報
告
（
議
長
報
告
）

諸
般
の
報
告
（
町
長
報
告
）

諸
般
の
報
告
（
町
長
報
告
）

１

平
成
21
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

２

平
成
21
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
予
算
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

３

御
嵩
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

１

永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
付
与
の
法
制
化
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

２

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

３

子
ど
も
手
当
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

４

人
権
侵
害
救
済
法
の
成
立
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

５

選
択
的
夫
婦
別
姓
導
入
に
反
対
す
る
請
願

６

永
住
外
国
人
に
対
す
る
地
方
参
政
権
付
与
に
反
対
す
る
請
願

７

財
政
援
助
団
体
監
査
報
告
書

町
が
補
助
金
等
を
出
し
て
い
る
団
体
等
に
対
し
て
行
っ
た
監
査

の
報
告

８

随
時
監
査
実
施
報
告
書

工
事
、
物
品
購
入
、
委
托
業
務
に
対
し
て
行
っ
た
監
査
の
報
告

９

定
例
監
査
実
施
報
告
書

平
成
21
年
5
月
に
役
場
出
先
機
関
等
を
対
象
に
実
施
し
た
監
査

の
報
告

10

現
金
出
納
検
査
結
果
報
告
書

平
成
22
年
2
月
〜
4
月
分

平成 22年 5月 24 日、古屋敷自治会より議長に請願書が提出され、第 2回定例会において審議し
た結果、全員の賛成により採択されました。
（請願事項）
21 号線バイパス尼ケ池交差点を信号交差点にし、横断歩道を設置すること。

御嵩駅

県
道
多
治
見
白
川
線

21号線バイパス

至
久
々
利

町道
中2
53
号線

信号設置
　　要望箇所

信号設置
予定箇所 至みたけの森

欠橋

可児川

門前橋

中村大橋

大
泥
茶
園
原
線

21 号線バイパス尼ヶ池交差点への信号設置等に関する請願書21号線バイパス尼ヶ池交差点への信号設置等に関する請願書
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決 議 平成 22年 6月 10日に町議会名鉄路線対策特別委員会から、「名鉄広見線存続のための
法定協議会設立に関する決議」案が提出され、6月 18日に議決されました。

名鉄広見線存続のための法定協議会設立に関する決議

名鉄広見線を存続させるべく、御嵩町議会において平成21年 12月議会で、名古屋
鉄道（株）に対する「財政支援・年1億円・3年間負担」（内御嵩町7千万円、3年間
負担）が議決承認され、御嵩町・可児市・八百津町の1市 2町及び関係機関により設
立された名鉄広見線対策協議会においても承認されました。
また、平成22年から24年までの3年間を活性化計画期間とし、利用者の減少に歯

止めをかけて増加に転じさせ、3年間で12万人増加の111万 1千人を目標として利
用促進策が実施されています。
しかし、3年後以降の存続のための対策が明確にされていません。行政が存続のあ

り方の方針を明確にし、今後の行動計画を住民に示すべきであると考えます。この行
動計画は、行政、交通事業者、住民等が協議したものでなくてはいけません。利用促進、
存続のあり方について、国、県、沿線自治体、交通事業者、住民など全体で一緒に考
えることが重要です。そのための枠組み、つまり法定協議会の設置が必要であります。
当町議会は、御嵩町長に対し、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成

19年第59号）第6条第1項に規定する協議会の設立を前提とした取り組みを要望し、
ここに決議するものです。

平成 22年 6月 18日

御 嵩 町 議 会

法 定 協 議

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基

づく協議会のことで、地域公共交通総合連携計画（法定

計画）の策定と実施に係る連絡調整を行うための組織で

す。

法定協議会は、市町村、交通事業者、道路管理者、利

用者、学識経験者などで構成され、協議会で策定された

計画に沿って行われる各事業を対象に、国の補助制度の

拡充などが図られることになっています。

会 と は

町民の足　名鉄電車（御嵩駅）
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平成22年平成22年　　第2回臨時会第2回臨時会
平成 22年 4月 28日に、第 2回臨時会を開会しました。平成 22年 4月 28日に、第 2回臨時会を開会しました。
専決処分の報告 4件と一般会計の補正予算 1件、水道事業会計の補正予算 1件がありました。専決処分の報告 4件と一般会計の補正予算 1件、水道事業会計の補正予算 1件がありました。

補正予算補正予算

平成22年度　補正予算 （単位：千円）

町長報告町長報告

1 専決処分の承認を求めることについて
（御嵩町町税条例の一部を改正する条例）

賛成多数で承認

2 専決処分の承認を求めることについて
（中部圏都市開発区域の指定に伴う御嵩町固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する条例）

賛成全員で承認

3 専決処分の承認を求めることについて
（御嵩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

賛成多数で承認

4 専決処分の承認を求めることについて
（平成21年度御嵩町一般会計補正予算（第11号））

賛成全員で承認

１ 平成22年度御嵩町一般会計補正予算（第1号）について 賛成多数で可決

２ 平成22年度御嵩町水道事業会計補正予算（第1号）について 賛成全員で可決

会　　計　　名 補正前予算 補正額 補正後予算

一 般 会 計（第１号） ６，３０５，０００ １７，４８７ ６，３２２，４８７

水道事業会計（第１号） １５３，５００ １０，７００ １６４，２００

～ 議 会 用 語 解 説 コ ー ナ ー ～

請願は、住民の代表機関である議会に、請願を通じて住民意思を反映させることが目
的となっており、対象となる事項は、国や地方公共団体の事務に関するすべての事項と

なります。請願権は、憲法第16条で定められており、国民の基本的権利の一つとして保障されたもの
です。未成年者や法人、外国人など、どなたでも提出することができます。
議会に請願を提出する場合、必ず１人以上の議員の紹介が無ければなりません。
紹介議員となる議員は、請願内容に同意した上で請願書に、署名または記名押印することになります。
※「請願」と同じようなもので、「陳情」があります。陳情は請願と違い、議員の紹介を必要としません。
第２回定例会では、古屋敷自治会から提出された請願書を審議、採択しました。

決議は、議会が行う意思形成行為で、議会の意思を対外的に表明するために行われる
議会の議決のことです。決議の内容は、この地方公共団体の公益に関する限り広範な問

題も可能で、例としては、「安全都市宣言」などのほか、法的効果を伴うものがあります。具体的には、
議員が発案して本会議にはかります。

第２回定例会では、名鉄路線対策特別委員会から決議案が提出されました。

請　願請　願

決　議決　議
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平成22年　第2回定例会

そこが知りたいそこが知りたい
一般質問は 6月 15 日に行われ、7人の議員が活発な質問をしました。

1　早川　文人　議員 …………７ページ 
○行政と住民との協働について
○町長・議会議員の選挙について

2　木下　四郎　議員 …………８ページ
○名鉄広見線存続についての姿勢を問う
○保育士等、非正規職員待遇格差の実態につ
いて
　

3　谷口　鈴男　議員 …………９ページ
○尼ケ池交差点に信号交差点設置を！

4　安藤　博通　議員 ……… 10 ページ

○人口減少について
○名鉄問題について

5　大沢まり子　議員 ……… 11 ページ

○子どもの読書運動の実態とそれを支えるボ
ランティアの熱意をどのようにとらえてい
るか
○更なる読書環境充実への見解は
○バリアフリー・ユニバーサルデザインにつ
いての見解は
○駅前施設「御嶽宿わいわい館」について

6　岡本　隆子　議員 ……… 12 ページ

○わいわい館、さんさん広場が町民に生き生
きと活用されるために
○名鉄広見線
○COP10について

7　佐谷　時繁　議員 ……… 13 ページ

○「三無い日」について
○政策の事後評価

一般質問の「問・答」は、質問議員本人に文責
があります。
なお、一般質問のページに掲載した内容につい

てお尋ねの際に、議員に直接連絡がつかない場合
は、ご質問の内容、お名前、連絡先（住所、電話
番号等）を添えて議会事務局まで書面にて届けて
いただければ、議員から直接ご連絡いたします。

文責についてお知らせ

一
般
質
問

議会初日は、向陽中 2年生 15人が、「御嵩町の産
業・職業調べ学習」のため議会の傍聴をしました。
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般
質
問 行政と住民との協働について

行
政
と
住
民
と
の

協
働
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
住

民
団
体
に
よ
る
町
活
性

化
活
動
に
つ
い
て
は
、

町
総
合
計
画
に
記
載
さ

れ
て
い
る
と
お
り
住
民

と
の
協
働
に
よ
る
町
お

こ
し
が
基
本
で
あ
る
。

伏
見
地
区
の
住
民
団

体
が
「
町
有
地
の
有
効

利
用
」
を
目
的
に
名
鉄

八
百
津
線
跡
地
の
整
備

を
計
画
し
、
町
に
「
町

有
地
の
整
備
許
可
申
請
」

を
行
っ
た
。
町
か
ら
当

地
の
草
刈
作
業
の
み
で

あ
れ
ば
認
め
る
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。
申
請
の

目
的
は
当
地
の
有
効
利

用
で
あ
り
、
遊
歩
道
を

設
置
し
、
史
跡
へ
の
旅

人
案
内
と
住
民
の
散
策

路
の
提
供
で
あ
る
。

①
行
政
と
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
は
。

②
平
成
19
年
度
の
ま
ち

づ
く
り
検
討
委
員
会
に

よ
る
「
八
百
津
線
跡
地

利
用
に
関
す
る
提
言
書
」

の
検
討
結
果
は
。

③
八
百
津
線
跡
地
利
用

に
つ
い
て
の
町
の
考
え

は
。

④
八
百
津
線
跡
地
整
備

の
許
可
申
請
に
つ
い
て

草
刈
作
業
の
み
認
め
る

と
し
た
根
拠
は
。

⑤
地
域
づ
く
り
助
成
金

制
度
改
正
要
望
に
よ
る

対
象
外
緩
和
策
は
。

【
町
長
】

①
協
働
の
精
神
と
は
、

行
政
と
住
民
と
が
共
に

汗
を
か
く
こ
と
と
思
う
。

草
刈
作
業
で
あ
れ
ば
燃

料
、
草
刈
機
替
刃
等
は

最
低
限
助
成
し
、
事
業

の
計
画
段
階
か
ら
地
域

住
民
と
相
談
し
な
が
ら

進
め
る
こ
と
が
大
切
と

考
え
る
。

③
一
つ
の
考
え
方
と
し

て
、
現
在
の
伏
見
児
童

館
の
老
朽
化
等
の
問
題

が
あ
る
の
で
、
野
崎
の

新
丸
山
ダ
ム
会
議
所
跡

地
に
伏
見
児
童
館
を
移

転
し
、
当
地
に
高
齢
者

の
筋
ト
レ
施
設
を
つ
く

り
、
八
百
津
線
跡
地
に

遊
歩
道
を
設
置
。
遊
歩

道
を
散
策
し
て
筋
ト
レ

が
で
き
る
一
連
の
健
康
づ

く
り
コ
ー
ス
の
設
定
が

考
え
ら
れ
る
。

【
総
務
部
長
】

②
「
八
百
津
線
跡
地
利

用
に
関
す
る
提
言
書
」

に
つ
い
て
は
、
過
去
に

庁
内
で
検
討
し
た
が
、

跡
地
利
用
の
方
向
性
が

決
ま
ら
な
か
っ
た
。

④
該
当
地
は
町
の
普
通

財
産
で
あ
り
、
こ
の
管

理
上
か
ら
草
刈
作
業
に

限
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

只
今
、
町
長
か
ら
八

百
津
線
跡
地
利
用
の
一

つ
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
。
こ
れ
の
考
え
の
中

で
、
先
日
み
た
け
の
森

で
開
催
し
た
ギ
ネ
ス
に

挑
戦
「
流
し
そ
う
め
ん
」

に
使
用
し
た
竹
を
チ
ッ

プ
化
し
、
遊
歩
道
に
利

用
で
き
な
い
か
検
討
中
。

今
回
試
験
的
に
国
道
21

号
線
下
か
ら
南
に
約
１

０
０
ｍ
区
間
の
整
備
を
町

事
業
と
し
て
考
え
て
い

る
。
こ
の
整
備
に
つ
い
て

は
地
域
団
体
と
協
働
で

の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
参
事
】

⑤
地
域
づ
く
り
活
動
助

成
の
原
資
で
あ
る
「
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
振
興

基
金
」
の
平
成
21
年
度

末
残
高
は
、
約
1
億
6

千
7
百
万
円
。
地
域
づ

く
り
活
動
助
成
制
度
の

平
成
21
年
度
末
ま
で
に

32
団
体
、
約
９
０
０
万

円
を
助
成
し
て
き
た
。

助
成
制
度
の
改
正
要

望
に
つ
い
て
は
、
よ
り

活
動
団
体
が
利
用
し
や

す
く
、
活
動
が
活
発
化

で
き
る
制
度
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
助
成
制
度
の
活

用
や
助
成
内
容
の
審
査
、

近
隣
市
町
の
助
成
状
況

な
ど
を
町
民
や
有
識
者

等
で
構
成
す
る
「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
、
改
正
す
る

か
ど
う
か
を
判
断
し
た

い
と
考
え
る
。

町
長
・
議
会
議
員

の
選
挙
に
つ
い
て

町
長
選
挙
が
1
年
を

切
っ
た
こ
の
時
期
、
平

成
23
年
度
に
実
施
さ
れ

る
町
長
選
挙
、
議
会
議

員
選
挙
の
同
日
選
挙
の

考
え
は
。

【
町
長
】

町
長
と
議
員
の
同
日

選
挙
は
、
法
律
的
問
題

が
あ
り
、
ご
く
限
ら
れ

た
日
程
し
か
実
施
で
き

な
い
。
町
長
と
し
て
は
、

同
日
選
挙
を
望
む
が
今

後
議
会
及
び
関
係
者
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

問問

答答

答答

早
川　

文
人

答答

答答

問問
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名
鉄
広
見
線
存
続

に
つ
い
て
の
姿
勢
を
問

う
広
見
線
活
性
化
事
業

に
つ
い
て
の
町
長
の
決
意

を
。広

見
線
活
性
化
協
議

会
と
法
定
協
議
会
の
性

格
に
つ
い
て
。

【
町
長
】

3
年
前
、
可
茂
地
区

の
高
等
学
校
の
父
兄
に

対
し
て
「
名
鉄
広
見
線

存
続
」
に
つ
い
て
の
懸
念

を
訴
え
、
呼
応
し
た
形

で
可
児
市
で
も
広
見
線

存
続
の
協
議
が
は
じ
め

ら
れ
た
。
そ
れ
以
降
こ

の
「
存
続
」
に
対
す
る

私
の
決
意
は
、
高
齢
化

社
会
を
迎
え
て
の
交
通
・

高
校
通
学
に
関
連
し
た

懸
念
な
ど
町
民
の
懸
念

の
中
身
は
違
う
が
、
存

続
の
一
点
で
、
町
長
と
し

て
の
決
意
は
ゆ
る
ぎ
な

い
も
の
で
あ
り
、
そ
の

存
続
に
向
け
て
最
大
限

の
努
力
を
傾
注
し
て
い

る
。広

見
線
を
残
す
と
い

う
基
本
的
な
一
致
が
な

さ
れ
て
、
法
定
協
議
会

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
現
在
は
可

児
市
と
も
認
識
に
温
度

差
が
あ
り
、名
鉄
か
ら
は

「
残
す
」
と
い
う
明
言

は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

【
総
務
部
長
】

活
性
化
計
画
期
間

（
平
成
22
年
度
〜
24
年

度
）
に
お
け
る
段
階
的

な
輸
送
増
加
策
に
つ
い

て
、
3
月
29
日
の
活
性

化
協
議
会
に
提
案
し
承

認
さ
れ
た
利
用
促
進
計

画
は
、
4
月
以
降
実
施

さ
れ
た
事
業
や
、
ア
イ

デ
ィ
ア
段
階
の
事
業
も

あ
り
、
具
体
的
な
実
施

内
容
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
実
施
団
体
と
協

議
し
て
い
る
状
況
で
す
。

3
年
計
画
の
初
年
度

か
ら
す
べ
て
の
計
画
が

実
施
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
が
、
実

施
の
た
め
の
助
成
制
度

（
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助

要
綱
、
運
賃
補
助
制
度
）

を
4
月
に
創
設
し
、
利

用
推
進
員
も
配
置
し
た

の
で
効
果
も
出
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

保
育
士
等
、
非
正

規
職
員
待
遇
格
差
の
実

態
に
つ
い
て
、

採
用
時
の
待
遇
に
つ

い
て
の
説
明
は
。

労
働
災
害
に
対
す
る

対
処
等
所
得
格
差
の
実

態
は
。

同
一
労
働
、
同
一
賃
金

の
原
則
は
。

【
町
長
】

正
規
職
員
の
方
達
と

も
懇
談
し
た
こ
と
が
あ

り
賃
金
で
の
改
善
を
図

っ
た
。

保
育
園
の
運
営
費
と

し
て
、
年
間
1
億
円
を

町
一
般
財
源
で
負
担
し
て

い
る
。

民
営
化
し
た
み
た
け

保
育
園
は
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

と
あ
わ
せ
、
今
後
も
さ

ら
な
る
充
実
を
計
り
た

い
。

【
民
生
部
長
】

平
成
22
年
度
の
保
育

士
職
員
数
は
35
名
、
正

職
員
が
10
名
と
な
っ
て

い
る
。
23
年
度
は
正
職

員
が
13
名
と
な
り
、
率

で
は
29
％
か
ら
37
％
に

増
加
す
る
。

賃
金
は
、「
御
嵩
町

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
、

勤
務
条
件
等
に
関
す
る

要
綱
」
で
決
定
。
非

正
規
雇
用
の
保
育
士
の

賃
金
は
21
年
度
4
月
に

増
額
改
定
し
た
。
こ
れ

ま
で
国
家
公
務
員
給
与

（
技
能
労
務
職
級
）
で

算
出
し
て
い
た
が
、
こ

れ
を
福
祉
職
俸
給
表
に

基
づ
き
近
隣
市
町
村
の

水
準
を
参
考
に
し
た
。

社
会
保
障
等
の
待
遇

（
社
会
保
険
、
雇
用
保

険
、
労
災
、
通
勤
、
時

間
外
手
当
、
年
次
休
暇
、

有
給
休
暇
、
健
康
診
断
）

に
つ
い
て
は
人
事
係
長

か
ら
対
象
者
に
説
明
し

て
い
る
。

我
が
国
の
非
正
規
雇

用
率
は
30
％
を
越
え
、

格
差
社
会
の
原
因
と
も

さ
れ
て
い
る
、
こ
の
こ
と

は
、
少
子
化
へ
の
影
響

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

国
の
構
造
的
な
課
題
だ

と
考
え
る
。

一
般
質
問

木
下　

四
郎

問問

答答

保
育
士
等
、非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
を

答答

答答

問問

答答

近くの広場で「草花見つけ」をする園児たち（上之郷保育園）
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一
般
国
道
21
号
の
御

嵩
町
井
尻
〜
可
児
市
中

恵
土
間
の
交
通
混
雑
の

緩
和
、
交
通
安
全
の
確

保
と
と
も
に
、
東
海
環

状
自
動
車
道
可
児
御
嵩

IC
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
確

保
、
並
び
に
、
可
児
御

嵩
地
区
の
地
域
支
援
を

目
的
と
し
計
画
さ
れ
た

21
号
バ
イ
パ
ス
が
、
い

よ
い
よ
全
面
供
用
開
始

の
見
込
み
と
な

り
、
大
い
に
期

待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、

バ
イ
パ
ス
の
開
通

に
よ
り
、
従
来

の
集
落
が
分
断

を
余
儀
な
く
さ

れ
る
等
、
生
活

環
境
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら

す
こ
と
に
、
地
域
に
よ
っ

て
は
大
変
な
問
題
に
発

展
し
て
い
る
。

そ
の
最
た
る
も
の
が
、

旧
県
道
多
治
見
白
川
線

の
道
路
機
能
の
回
復
で

あ
る
。
従
来
、
中
村
大

橋
を
通
り
久
々
利
平
芝

か
ら
可
児
市
へ
抜
け
る

重
要
な
生
活
道
路
で
あ

る
と
共
に
、
古
屋
敷
南

部
地
区
の
学
童
、
又
、

可
児
市
東
部
地
域
か
ら

東
濃
高
校
へ
通
う
生
徒

の
唯
一
の
通
学
道
路
で
あ

り
、
集
落
の
方
々
が
町

の
中
心
部
へ
出
か
け
る

生
活
道
路
で
あ
っ
た
。

21
号
バ
イ
パ
ス
と
、
こ

の
道
路
の
交
差
部
分
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
は
計
画
の
段
階
か
ら

信
号
交
差
点
構
想
を
地

元
で
説
明
し
、
用
地
買

収
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら

の
条
件
を
前
提
と
し
て

地
権
者
の
皆
さ
ん
は
応

じ
て
こ
ら
れ
た
。
信
号

交
差
点
に
必
要
な
用
地

も
買
収
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
尼
ヶ
池
交

差
点
に
信
号
設
置
は
せ

ず
、
さ
ら
に
学
童
の
横

断
歩
道
も
認
め
ず
、
中

村
大
橋
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
も
大
幅
に
機
能
縮
小

と
い
う
態
度
に
変
わ
っ
た

が
、
地
元
古
屋
敷
に
は

一
切
、
説
明
が
な
い
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。

町
長
は
、
ま
ず
現
在

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
か
、
報
告
し
、

古
屋
敷
地
区
と
協
議
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

全
面
開
通
が
間
近
に

迫
っ
て
い
る
中
で
、
現
在

で
も
横
断
歩
道
の
無
い
、

安
全
策
も
設
置
し
て
い

な
い
中
を
児
童
が
横
断

し
て
い
る
。
早
急
に
こ
の

問
題
を
再
検
証
し
、
地

元
の
要
望
に
応
え
る
べ

く
公
安
協
議
に
向
け
即

時
行
動
を
起
こ
す
責
任

が
町
に
は
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
信
号
交
差
点
設

置
に
向
け
て
の
公
安
協

議
に
臨
む
意
志
は
あ
る

の
か
。更

に
こ
の
問
題
が
解

決
し
、
信
号
設
置
が
な

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
通

学
路
の
安
全
確
保
を
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

以
上
3
点
に
つ
き
問

う
。

【
町
長
】

古
屋
敷
地
区
の
問
題

は
す
で
に
片
付
い
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
。
バ

イ
パ
ス
を
通
す
こ
と
に

よ
っ
て
集
落
が
分
断
さ

れ
る
場
合
、
当
然
、
精

神
的
な
つ
な
が
り
も
含

め
て
機
能
回
復
は
な
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

尼
ヶ
池
交
差
点
に
信
号

が
付
か
な
い
と
い
う
こ
と

が
決
め
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
可
能
性

と
し
て
は
あ
る
。
町
に

決
定
権
は
な
い
が
、
公

安
協
議
に
か
け
設
置
に

向
け
て
、
戦
術
も
含
め

て
可
能
性
を
求
め
努
力

す
る
。

ま
た
、
今
ま
で
全
体

が
思
い
込
ん
で
い
た
事

実
は
否
め
な
い
が
、
ゼ
ロ

に
戻
し
て
考
え
て
い
き

た
い
。

【
建
設
部
長
】

当
時
国
土
交
通
省
が

行
っ
た
概
略
説
明
、
設

計
協
議
の
中
で
、
そ
の

よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

尼
ヶ
池
交
差
点
に
信
号
機
設
置
を
！

谷
口　

鈴
男

答答

答答

問問

町道中253号線と国道21号バイパスの交差点を横断する児童
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人
口
減
少
に
つ
い

て
御
嵩
町
の
人
口
推
移

は
、
平
成
19
〜
21
年
度

に
お
い
て
自
然
的
要
因

で
あ
る
出
生
数
３
８
２

人
、
死
亡
者
数
６
３
２

人
と
あ
り
、
3
年
間
で

２
５
０
人
の
純
減
で
あ

る
。ま

た
、
社
会
的
要
因

に
よ
る
減
少
、
即
ち
、

流
入
・
流
出
は
こ
の
３

年
間
で
、
流
入
１
８
８
３

人
、
流
出
１
９
６
４
人
で

純
減
81
人
と
あ
ま
り
変

化
は
な
い
。
よ
っ
て
、
年

間
減
少
１
０
０
人
前
後

と
い
う
の
が
実
情
で
は
な

い
か
。

こ
れ
を
国
の
状
況
と

比
較
す
る
と
、
国
は

２
０
０
９
年
10
月
現
在
、

総
人
口
１
億
２
７
５
１
万

人
で
、
前
年
比
０
・
14

％
減
と
あ
り
、
二
年
連

続
の
減
少
で
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
化
を
踏

ま
え
る
と
、
事
態
は
さ

ら
に
深
刻
で
、
生
産
年

齢
人
口
（
15
〜
64
歳
）

は
す
で
に
１
９
９
５
年

を
ピ
ー
ク
に
今
後
50
年

間
、
年
平
均
1.2
％
程
度

の
ペ
ー
ス
で
減
少
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

人
口
問
題
研
究
所
に
よ

れ
ば
、
２
０
５
５
年
に
は

４
５
９
５
万
人
と
、
ほ
ぼ

現
在
の
半
分
に
落
ち
込

む
事
が
予
測
さ
れ
て
い

る
。御

嵩
町
に
お
い
て

１
０
０
人
減
る
と
い
う

こ
と
は
、
国
の
平
均
値
、

前
年
比
０
・
14
％
の
減

少
を
大
き
く
3
倍
以
上

上
回
る
速
度
で
減
少
し

て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
人
口
減
少
と
い
う

現
実
を
受
け
て
ど
う
対

処
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

【
民
生
部
長
】

人
口
減
少
に
よ
り
、

①
経
済
に
対
す
る
様
々

な
影
響
（
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
、
高
齢
者
の

増
加
な
ど
経
済
成
長
に

マ
イ
ナ
ス
）、
②
社
会
保

障
制
度
に
対
す
る
影
響
、

③
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対

す
る
影
響
、
④
地
方
自

治
体
に
お
け
る
影
響
、

⑤
財
政
基
盤
等
に
対
す

る
影
響
等
様
々
な
現
象

が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
は
、
こ

れ
か
ら
の
御
嵩
町
行
政

と
し
て
、
問
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

名
鉄
問
題
に
つ
い
て

今
、
行
政
に
か
せ
ら

れ
た
こ
と
は
3
年
後
に
、

乗
車
人
員
１
１
１
万
人

の
目
標
を
達
成
し
、
名

鉄
を
残
す
事
が
、
至
上

命
題
で
あ
る
。

7
千
万
円
、
3
年
間

の
支
出
が
無
駄
に
な
ら

な
い
よ
う
に
。
そ
の
為
に

は
、
法
定
協
議
会
の
設

置
を
含
め
て
、
考
え
ら

れ
る
手
は
全
て
行
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。そ

こ
で
お
聞
き
す
る

が
支
援
金
は
名
鉄
側
と

し
て
は
ど
の
様
な
勘
定

科
目
で
受
け
取
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】

営
業
外
収
益
で
あ
る

特
別
利
益
と
し
て
計
上

さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

再
質
問

特
別
利
益
と
し
て
計

上
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
名
鉄
の
２
０
１
０
年
3

月
決
算
見
込
み
は
連
結

で
売
り
上
げ
６
２
０
０

億
円
、
営
業
利
益
１
３

０
億
円
、
経
常
利
益
70

億
円
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
と
す
る
と
、
我
々

が
納
め
た
支
援
金
の
40
・

８
％
即
ち
、
４
０
８
０
万

円
は
税
金
と
し
て
納
め

ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ

を
売
り
上
げ
1
億
円
な

ら
ば
多
少
の
税
金
は
納

め
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
ん
な
に
大
き
な
額
に

は
な
ら
な
い
。

今
か
ら
で
も
遅
く
な

い
か
ら
、
1
億
円
を
切

符
の
販
売
に
切
り
替
え

ら
れ
な
い
か
。
そ
う
す

れ
ば
、
町
も
使
い
道
が

出
て
き
て
、
名
鉄
に
と
っ

て
も
損
な
話
で
は
な
い
。

今
後
の
課
題
と
し
て

検
討
し
て
頂
き
、
早
急

に
再
交
渉
を
願
い
た
い
。

問問

安
藤　

博
通

答答

人
口
減
少
に
よ
る
諸
問
題
・

名
鉄
支
援
金
の
あ
り
方

問問答答
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子
ど
も
の
読
書
運

動
の
実
態
と
そ
れ
を
支

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

熱
意
を
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
る
か【

教
育
長
】

町
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
学
力
向
上
推

進
事
業
」
の
大
切
な
手

立
て
と
し
て
、
各
学
校

で
は
「
朝
読
書
」「
全
校

読
書
」「
読
書
週
間
」「
図

書
館
ま
つ
り
」「
家
読
」

を
実
施
。

中
山
道
み
た
け
館
で

は
毎
月
第
1
、
第
2
、

第
4
土
曜
日
に
読
み
聞

か
せ
や
読
書
相
談
を
実

施
。
ま
た
家
庭
教
育
学

級
で
も
「
家
読
」
と
「
読

み
聞
か
せ
」。
乳
幼
児
の

親
に
は
絵
本
の
選
び
方

や
絵
本
の
借
り
方
な
ど

の
講
座
を
設
け
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
活
動
に
力

強
い
応
援
、
指
導
を
い

た
だ
い
て
い
る
町
内
各

小
学
校
の
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
上
之

郷
小
の
「
う
ぐ
い
す
会
」

御
嵩
小
の
「
ぞ
う
の
み

み
」
伏
見
小
の
「
わ
く

わ
く
」
の
み
な
さ
ん
の

熱
意
に
は
心
か
ら
感
謝

し
て
い
る
。

更
な
る
読
書
環
境

充
実
へ
の
見
解
は

【
教
育
長
】

中
学
校
図
書
の
充
足

率
ア
ッ
プ
と
家
庭
で
の

読
書
の
啓
発
に
努
め
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
の
見
解
は

【
町
長
】

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
と
い
っ
て
も
多
岐
に
渡

っ
て
、
人
に
よ
っ
て
は
プ

ラ
ス
に
な
る
こ
と
が
必

ず
し
も
す
べ
て
の
人
に
通

じ
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
良
か
れ
と
思
っ
て

い
て
も
そ
の
人
の
立
場

に
成
る
と
違
う
場
合
も

あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い

る
。役

場
の
中
の
体
制
と

し
て
は
私
が
町
長
と
な

っ
て
か
ら
は
、「
ま
ず
は

ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
あ
い
さ

つ
を
す
る
」
と
い
う
基

本
的
な
こ
と
と
「
指
で

示
す
の
で
は
な
く
直
接

案
内
を
す
る
」
と
い
う

こ
と
を
就
任
時
の
挨
拶

で
話
を
し
た
。
職
員
も

そ
う
い
う
姿
は
自
分
た

ち
も
気
持
ち
が
い
い
と
い

っ
て
い
る
。
更
に
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。
物
事
は

柔
軟
性
を
持
っ
て
考
え

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

駅
前
施
設
「
御
嶽

宿
わ
い
わ
い
館
」
に
つ

い
て階

段
が
か
な
り
あ
る

よ
う
だ
が
、
足
の
悪
い

人
は
利
用
で
き
る
の
か
。

わ
い
わ
い
館
の
利
用
対

象
者
は
。

ト
イ
レ
が
1
箇
所
で

は
少
な
い
の
で
は
。

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
お

む
つ
交
換
台
や
授
乳
室

は
設
置
で
き
な
い
か
。

駐
車
場
の
花
壇
は
邪

魔
に
な
ら
な
い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
参
事
】

階
段
、
ス
ロ
ー
プ
な

ど
利
用
し
に
く
い
方
が

あ
っ
た
場
合
は
、
ス
タ
ッ

フ
が
移
動
介
助
で
対
応

す
る
な
ど
ソ
フ
ト
面
で

対
策
を
講
じ
る
こ
と
に

よ
り
、
ど
な
た
で
も
利

用
で
き
る
施
設
と
し
た

い
。ト

イ
レ
が
混
み
合
う

と
き
は
、
近
く
の
公
共

ト
イ
レ
に
案
内
、
誘
導

す
る
。

授
乳
や
お
む
つ
の
交

換
は
南
棟
の
事
務
室
を

解
放
す
る
。

障
害
者
駐
車
場
は
縦

も
横
も
通
常
よ
り
も
広

く
取
っ
て
あ
る
の
で
出
入

り
に
支
障
は
な
い
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ

ス
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
方

に
対
し
て
公
平
な
情
報

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
で
あ
り
ハ
ー
ド

面
で
足
り
な
い
部
分
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト
面

で
補
っ
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。「

わ
い
わ
い
館
」
に
お

い
て
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

答答

問問答答

答答

誰
に
で
も
優
し
い
街
づ
く
り

大
沢
ま
り
子

問問

答答 問問

問問

ボランティア団体「ぞうのみみ」による読み聞かせ（御嵩小）
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駅前施設…
町民が生き生きと活用できる場に！

わ
い
わ
い
館
、
さ

ん
さ
ん
広
場
が
町
民
に

生
き
生
き
と
活
用
さ
れ

る
た
め
に

①
わ
い
わ
い
館
の
立
派

な
厨

ち
ゅ
う
ぼ
う房

や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
ど
今
後
ど
の
よ
う
に

住
民
が
活
用
し
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
今
後
は

指
定
管
理
者
に
よ
る
運

営
を
目
指
す
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
い
つ
を
目
途

に
す
る
の
か
。

②
さ
ん
さ
ん
広
場
に
つ
い

て
毎
月
第
1
、
第
3
日

曜
日
の
「
宿し

ゅ
く
の
い
ち

の
市
」
が

開
か
れ
て
い
る
が
、
も
っ

と
賑に

ぎ

わ
い
の
あ
る
「
市い
ち

」

に
す
る
た
め
に
、
今
こ

そ
運
営
方
法
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。大

久
後
で
週
に
3
回
、

土
岐
の
道
の
駅
に
農
産

物
を
加
工
し
て
出
し
て

お
ら
れ
る
方
が
あ
る
。

こ
の
方
の
梅
干
、
味
噌
、

漬
物
は
「
本
物
の
味
」

と
い
う
評
判
で
、
そ
の

誠
実
な
人
柄
と
共
に
口

コ
ミ
で
広
が
り
、
今
で

は
遠
く
か
ら
毎
週
の
よ

う
に
そ
の
人
を
目
指
し

て
こ
ら
れ
る
人
も
少
な

く
な
い
。
御
嵩
の
さ
ん
さ

ん
広
場
も
、「
あ
そ
こ
に

行
け
ば
…
」
と
魅
力
的

な
「
市
」
に
し
て
い
か

な
く
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
れ
に
は
仕
掛
け

も
必
要
で
あ
る
。
今
後

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し

て
い
く
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
参
事
】

①
開
館
以
降
、
北
館
茶

房
棟
で
は
、
観
光
協
会

と
連
携
し
、
多
く
の
地

元
特
産
品
を
提
供
し
た

り
、
弁
当
を
持
っ
て
き

た
人
や
願
興
寺
等
に
来

訪
し
た
観
光
バ
ス
利
用

者
向
け
に
休
憩
所
と
し

て
開
放
し
て
い
る
。
南

館
交
流
棟
で
は
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
町
内
の
方

の
写
真
や
作
品
の
展
示

や
各
種
団
体
の
会
議
や

み
た
け
健
康
館
と
の
連

携
に
よ
る
脳
ト
レ
教
室

の
開
催
な
ど
、
少
し
ず

つ
住
民
参
画
に
よ
る
運

営
に
つ
な
げ
て
き
て
い

る
。「

ほ
っ
と
み
た
け
」
や

各
種
会
議
等
を
通
じ

て
、
広
く
利
活
用
者
を

募
る
一
方
、
施
設
の
利

用
形
態
は
、
公
募
で
選

出
さ
れ
た
館
長
を
中
心

に
、
出
来
る
だ
け
多
く

の
方
々
が
利
用
で
き
る

よ
う
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
柔
軟
な
運
営

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

②
さ
ん
さ
ん
広
場
に
つ
い

て
は
農
林
業
の
振
興
や

地
産
地
消
の
推
進
の
観

点
か
ら
、
農
林
課
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
各

種
会
議
や
戸
別
訪
問
な

ど
で
、
地
元
農
林
業
者
へ

の
出
店
を
促
し
て
い
き

た
い
。「
市
」
の
開
催
に

併
せ
て
、
広
場
を
活
用

し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
た
だ
く
方

を
募
集
す
る
な
ど
、
宿

の
市
を
盛
り
上
げ
る
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。名

鉄
広
見
線

①
広
見
線
Ｐ
Ｒ
の
た
め

わ
い
わ
い
館
で
の
名
鉄
グ

ッ
ズ
の
販
売
は
。

②
住
民
の
意
識
高
揚
を

ど
の
よ
う
に
図
る
か
。

【
総
務
部
長
】

①
名
鉄
の
利
用
促
進
に

繋
が
る
も
の
で
あ
れ
ば

前
向
き
に
検
討
す
る
。

②
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広

く
住
民
に
情
報
を
提
供

し
意
識
啓
発
を
図
る
。

自
治
会
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
出
向
い
て
情
報
提

供
す
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
に
つ
い

て
情
報
発
信
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
か
。

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

の
見
直
し
の
た
め
に
も

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
養
成

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

が
い
か
が
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
参
事
】

教
育
委
員
会
な
ど
他

課
と
も
連
携
し
て
パ
ネ

ル
展
示
や
親
子
講
座
な

ど
実
施
し
て
い
く
。
養

成
講
座
に
つ
い
て
は
き
っ

か
け
づ
く
り
講
座
を
提

供
し
て
い
く
。

問問

答答

問問答答

問問答答

岡
本　

隆
子

さんさん広場で開催される「宿の市」
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「
三
無
い
日
」
に
つ

い
て

①
テ
レ
ビ
を
見
な
い
。

②
携
帯
を
使
わ
な
い
。

③
ゲ
ー
ム
を
し
な
い
。

こ
の
3
つ
の「
無
い
日
」

を
設
定
し
、
学
校
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
関
係
す
る
全
て

と
連
携
し
、
推
し
進
め

る
政
策
の
遂
行
を
望
む
。

例
と
し
て
、
月
に
1

日
こ
の
「
三
無
い
日
」

を
実
施
し
、
本
を
読
む
、

家
族
で
会
話
、
自
身
の

趣
味
の
時
間
等
に
充
て

る
。こ

の
こ
と
が
積
極
的

に
実
施
さ
れ
、
習
慣
と

な
れ
ば
御
嵩
町
の
良
き

伝
統
と
し
て
将
来
に
引

き
継
が
れ
る
と
思
う
。

【
教
育
長
】

「
三
無
い
日
」
提
案
に

つ
い
て
、
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

校
長
会
に
も
投
げ
か
け

て
い
る
。

学
力
の
向
上
の
た
め

に
は
家
庭
学
習
の
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
と
判
断
し
、
現
在
、

町
内
の
2
校
が
テ
レ
ビ
、

携
帯
、
ゲ
ー
ム
は
１
日

2
時
間
以
内
と
決
め
て
、

家
族
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

当
町
で
は
「
学
力
向

上
推
進
事
業
」
を
全
校

区
で
展
開
し
て
お
り
、

テ
レ
ビ
、
携
帯
、
ゲ
ー

ム
等
を
取
り
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
そ
の
時
間
に

よ
り
価
値
の
高
い
も
の

を
取
り
入
れ
生
活
づ
く

り
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
、
今
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
。

提
案
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、

積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
。

政
策
の
事
後
評
価

政
策
の
事
後
評
価
が

大
切
。
こ
の
春
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
御
嶽
宿
さ

ん
さ
ん
広
場
」「
み
た
け

健
康
館
」「
御
嶽
宿
わ
い

わ
い
館
」
の
評
価
に
つ
い

て
は
、
お
お
む
ね
好
評

だ
と
思
う
。
こ
の
3
施

設
に
つ
い
て
は
、
当
初

町
民
の
間
で
は
財
政
を

圧
迫
し
て
い
る
と
の
誤

解
が
あ
っ
た
が
、
建
設

費
用
の
約
85
％
は
補
助

金
で
賄

ま
か
なっ

て
い
る
と
の
説

明
で
お
お
む
ね
町
民
の

理
解
を
得
て
き
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
方
が
利

用
し
、
活
気
の
あ
る
御

嵩
町
、
元
気
な
御
嵩
町

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
オ
ー
プ
ン
時

は
興
味
も
あ
り
、
多
く

の
方
が
出
向
い
て
く
れ

る
が
、
こ
れ
か
ら
が
重

要
。6

月
13
日
開
催
の「
み

た
け
の
森
さ
さ
ゆ
り
ま

つ
り
」
は
町
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
来
場
し
成

功
だ
っ
た
。
事
後
評
価

を
し
、
反
省
点
は
速
や

か
に
次
年
度
に
活
か
す

こ
と
が
大
事
。
２
５
０
０

ｍ
の
「
流
し
そ
う
め
ん
」

は
世
間
の
注
目
を
集
め
、

大
き
な
宣
伝
効
果
が
あ

っ
た
と
思
う
。
ギ
ネ
ス

登
録
が
期
待
さ
れ
る
。

【
町
長
】

3
施
設
に
つ
い
て
は
、

定
例
会
の
町
長
あ
い
さ

つ
の
中
で
も
触
れ
た
が
、

お
お
む
ね
良
い
評
価
を

い
た
だ
い
た
。

利
用
者
の
声
を
出
来

る
限
り
取
り
入
れ
、
よ

り
充
実
し
た
施
設
に
し

た
い
。施

設
は
、
名
鉄
駅
周

辺
に
集
中
し
て
い
る
と

の
声
も
聞
く
。
今
後
は

伏
見
、
上
之
郷
地
区
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

流
し
そ
う
め
ん
は
職

員
が
知
恵
を
絞
り
、
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
実

行
し
た
も
の
で
大
変
尊

い
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

「
み
た
け
の
森
ま
つ

り
」
は
例
年
5
月
連
休

に
行
っ
て
い
た
が
、
今
年

は
さ
さ
ゆ
り
の
開
花
の

時
期
も
あ
り
、
今
回
の

日
程
で
開
催
し
た
。
結

果
的
に
は
こ
の
日
程
で

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。次

年
度
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
成
功
の
部
分
と

反
省
の
部
分
を
よ
く
検

証
し
、
時
期
、
内
容
を

詰
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
御

嵩
町
の
町
お
こ
し
の
起

爆
剤
と
し
た
い
。

問問

答答

「家庭の日」の具体化を！
佐
谷　

時
繁

問問

答答
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平
成
22
年
5
月
28
日
、
町
長

と
議
会
議
長
、
亜
炭
鉱
害
対
策

特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
が
経

済
産
業
省
を
訪
問
し
、
直
嶋
正

行
経
済
産
業
大
臣
宛
の
要
望
書

を
近
藤
政
務
官
に
提
出
し
、
要

望
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

国
に
お
い
て
は
、
全
て
の
被

害
復
旧
を
特
定
鉱
害
復
旧
事
業

と
し
て
県
や
市
町
だ
け
に
任
せ

る
の
で
な
く
、以
前
と
同
様
に
、

国
自
ら
が
主
体
的
に
鉱
害
の
復

旧
に
も
関
与
し
て
頂
く
こ
と
と

と
も
に
、
特
に
次
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
特
定
鉱
害
復

旧
事
業
と
は
別
の
新
た
な
制
度

の
創
設
及
び
予
算
措
置
等
を
し

て
頂
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

【
国
に
よ
る
鉱
害
復
旧
の
実
施
】

広
範
囲
に
及
ぶ
大
規
模
な

被
害
や
深
刻
な
住
宅
被
害
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
復
旧
に
つ

い
て
の
知
識
、
経
験
が
豊
富
な

国
自
ら
が
工
事
を
施
工
し
、
迅

速
で
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
頂

け
る
よ
う
な
新
た
な
制
度
の
創

設
を
し
て
頂
き
た
い
。

【
鉱
害
復
旧
資
金
の
確
保
】

特
定
鉱
害
復
旧
事
業
等
基

金
の
長
期
的
な
存
続
の
た
め
、

大
規
模
な
被
害
や
深
刻
な
住
宅

被
害
の
復
旧
に
は
、
現
行
の
基

金
と
は
別
に
新
た
な
制
度
の
創

設
に
よ
る
復
旧
対
策
資
金
を
国

に
お
い
て
確
保
し
て
頂
き
た

い
。

【
陥
没
危
険
地
域

の
特
定
及
び
対
策

の
実
施
】

被
害
が
多
発
し

て
い
る
地
域
の
亜

炭
廃
坑
の
現
状
を

国
自
ら
が
詳
細
に

調
査
し
、
調
査
で

判
明
し
た
陥
没
危

険
地
域
に
つ
い
て

は
、
抜
本
的
地
盤

対
策
を
実
施
し
て

頂
き
た
い
。

【
災
害
時
避
難
所
の
対
策
実
施
】

東
海
地
震
等
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
中
、
本
町
の
調
査
に

よ
り
地
震
発
生
時
の
危
険
性
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
の

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
教

育
施
設
等
を
最
優
先
と
し
て
、

国
自
ら
の
調
査
に
よ
り
地
震
発

生
時
の
被
害
想
定
を
行
っ
た
上

で
抜
本
的
地
盤
対
策
を
実
施
し

て
頂
き
た
い
。

亜
炭
鉱
廃
坑
対
策
に
つ
い
て
の
要
望

御嵩町監査委員

永
なが

瀬
せ

　俊
しゅんいち

一　氏を選任（再任　2期目）

（住所）御嵩町中

平成 18 年から町の代表監査委員をつとめら
れた永瀬さんが、再度選任されました。任期は
平成 22 年 6 月 17 日から 4年間です。地方自
治法の規定により、代表監査員となります。
監査委員の定数は、議会選出の委員と合わせ

て 2名です。

町長室で、委嘱状を授与される永瀬監査委員

要
望
内
容

近藤経済産業大臣政務官執務室にて要望書を手渡しました
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議会では、町民の皆様の暮らしに密着した重要な問題が審議されま
す。
所定の受付簿に住所、氏名等を記入し、傍聴券の交付を受けること
により、町議会を傍聴することができます。お気軽にお越しください。
くわしくは、議会事務局までお問い合わせください。

☎67-2111（内線2252）

議
長
に
選
出
さ
れ
、
は
や
１

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
責
任
の
重
さ
は
想
像

以
上
に
大
変
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。政

権
交
代
と
い
う
波
の
中

で
国
の
諸
施
策
が
大
き
く
変
わ

り
、
主
権
者
で
あ
る
地
域
住
民

に
と
っ
て
は
、
先
行
き
不
安
定

な
要
素
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
、

わ
が
町
に
も
そ
の
影
響
は
及
ん

で
い
ま
す
。

地
域
主
権
が
望
ま
れ
る
今

日
、
地
方
行
政
の
多
様
化
、
専

門
化
と
相
ま
っ
て
、
議
会
の
責

務
と
役
割
は
、
一
層
重
い
も
の

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
町
民
か

ら
は
議
会
活
動
の
一
層
の
充
実

と
効
率
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
議
会
で
は
、
適
正
か

つ
円
滑
な
議
会
運
営
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に

は
議
員
と
し
て
の
総
合
的
な
判

断
と
評
価
が
今
後
は
不
可
欠
で

し
ょ
う
。

御
嵩
町
議
会
で
は
、
議
会
規

則
を
は
じ
め
と
し
て
、
町
議
会

先
例
集
も
本
年
3
月
に
明
文
化

し
、
議
員
各
位
に
は
、
研
修
の

場
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
議

員
力
の
向
上
を
目
標
と
し
た
努

力
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
議
員
は
、法
律
、

条
例
等
に
精
通
し
、
政
策
、
施

策
、
財
政
、
行
政
等
に
関
す
る

総
合
的
な
判
断
能
力
の
向
上
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
主
権
を
柱

と
す
る
町
づ
く
り
に
邁ま
い

進し
ん

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
議
会
報
告
会
、
住
民

意
見
交
換
会
等
を
開
催
し
、
町

民
と
の
声
の
対
話
を
広
め
る
こ

と
が
、
議
会
と
し
て
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
町
議
会
の
活
性

化
を
一
層
推
し
進
め
る
た
め

に
、
今
後
、
近
い
将
来
の
姿
と

し
て
御
嵩
町
議
会
基
本
条
例
の

制
定
を
も
視
野
に
入
れ
、
各
種

の
調
査
・
研
究
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

議
員
12
人
は
全
員
で
町
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま
方
の
よ
り
一
層

の
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議長としての 1年を振り返って議長としての 1年を振り返って
議長席から議長席から

御嵩町議会議長

　  鈴 木 元 八

あなたも議
会を

あなたも議
会を

傍聴しませ
んか

傍聴しませ
んか

インターネットで議会の情報が閲覧できます
議会だより、議会の議事録等がインターネットで閲覧でき
ます。（なお、議事録は、作成・確認作業の為、掲載まで若
干の期間を要します。）
御嵩町ホームページのトップ画面の下の方にあるサービス
ガイドの広報の欄にある「議会情報」をクリックしてくださ
い。

www.town.mitake.gifu.jp/index.cfm
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梅
雨
明
け
直
前
の
豪
雨

に
よ
り
罹り

災さ
い

さ
れ
ま
し
た

皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

突
然
の
災
害
復
興
へ
の
町

民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
多
く
の
課
題
が
残

さ
れ
ま
し
た
が
、
更
な
る

住
民
の
安
心
と
安
全
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
6
月
議
会
に
お
き

ま
し
て
は
、「
名
鉄
広
見
線

存
続
の
た
め
の
法
定
協
議

会
設
立
に
関
す
る
決
議
」

を
全
員
一
致
で
可
決
い
た
し

ま
し
た
。
御
嵩
町
の
交
通

手
段
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
是
非
、
皆
様
の

お
近
く
の
議
員
に
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

（
M
・
O
）

編

集
後
記

7.15 豪雨の被害状況を視察しました7.15 豪雨の被害状況を視察しました
7 月 15 日夕方からの豪雨は、御嵩町にも大きな被害をもたらしました。町内の広い範囲に
おいて山林崩落や河川の氾濫により、家屋の浸水や農地被害が発生しました。
7月 21日に議員及び町長等が、主な被災現場を視察しました。
被害にあわれた方、関係者の方々に、心よりお見舞い申し上げます。

みたけの森入口付近みたけの森入口付近　　山が崩落し、土砂や樹木が道路を完全にふさいでいる。山が崩落し、土砂や樹木が道路を完全にふさいでいる。

大庭台東側大庭台東側　　山が崩落し、土砂が民山が崩落し、土砂が民
家付近の道路まで迫ってきている。家付近の道路まで迫ってきている。

板良川板良川（御嵩公民館西）（御嵩公民館西）　氾濫により土砂が　氾濫により土砂が
川を埋めている。川を埋めている。


